
● 観点別学習状況の評価や評定には示しき

れない児童生徒一人一人のよい点や可能性，

進歩の状況について評価するものです。

個人内評価

●観点ごとに評価し，児

童生徒の学習状況を分

析的に捉えるもの

●観点ごとにＡＢＣの３

段階で評価

評 定

● 観点別学習状況の評価の結果を総括します。

● ５段階で評価（小学校は３段階。小学校低学年は行わない）

各教科における評価は，学習指導要領に示す各教科の目標や内容に照らして学習状況を評価するものです。（目標準
拠評価）したがって，目標準拠評価は，集団内での相対的な位置付けを評価するいわゆる相対評価とは異なります。
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＜参考＞「児童生徒の学習評価の在り方（報告）」平成31年1月21日 文部科学省

学習評価について（高等学校数学科）
観点別学習状況の評価の観点の整理（p. ７～）

資質・能力の三つの柱に基づいた目標や内容の再整理を踏まえて，観点別学習状況の
評価の観点については，小・中・高等学校の各教科等を通じて，「知識・技能」「思
考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に整理されました。

＜現行＞ ＜新＞

関心・意欲・態度

思考・判断・表現

技能

知識・理解

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度

現
行
の
４
観
点
で
評
価
し
て
い

た
指
導
事
項
が
，
全
て
３
観
点

に
再
整
理
さ
れ
ま
し
た

学習評価の基本構造（p. ９～）

学習評価の進め方について（p. ４１～）

各学校において授業で育成を目指す資質・能力を明確にして，
目標を作成します。

「内容のまとまりごとの評価規準」の考え方を踏まえて単元の評価
規準を作成します。

どのような評価資料を基にして，「おおむね満足できる」状況
（B）を評価するか，また，「努力を要する状況（C）への手
立てをどうするか等を考えて，計画します。また，総括の資料と
するための記録に残す評価場面は精選します。

学習状況を評価し，生徒の学習改善，教師の指導改善につ
なげます。
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実
数

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・数を実数まで拡張するこ
との意義を理解している。
・実数が直線上の点と１対
１に対応していることを理
解している。
・簡単な無理数についての
四則計算をすることができ
る。

・数を拡張してきた過程を考察
することができる。
・数の四則計算の可能性につい
て考察することができる。
・簡単な無理数を含んだ式を多
面的に捉えたり，目的に応じて
適切に変形したりすることがで
きる。

・数を実数まで拡張する意義を
認識し数学を活用しようとした
り，粘り強く考え数学的論拠に
基づき判断しようとしたりして
いる。
・問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善し
たりしようとしている。
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容
の
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と
ま
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・数を実数まで拡張
する意義を理解する
とともに，簡単な無
理数の四則計算をす
ることができる。
・集合と命題に関す
る基本的な概念を理
解している。

・集合の考えを用いて命題を論理
的に考察し，簡単な命題の証明を
することができる。
・問題を解決する際に，既に学習
した計算の方法と関連付けて，式
を多面的に捉えたり目的に応じて
適切に変形したりすることができ
る。

・事象を数と式の考えを用いて考察
するよさを認識し，問題解決にそれ
らを活用しようとしたり，粘り強く
考え数学的論拠に基づき判断しよう
としたりしている。
・問題解決の過程を振り返っ
て考察を深めたり，評価・改善した
りしようとしている。
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②【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成します。

【観点ごとのポイント】
・知識・技能：「知識及び技能」の指導事項等の文末を，「～している」「～することができる」とします。
・思考・判断・表現：「思考力，判断力，表現力等」の指導事項等の文末を「～することができる」とします。
・主体的に学習に取り組む態度：「観点の趣旨」の内容等を踏まえ，文末を「～しようとしている」とします。

単元の評価規準作成のポイント（p. ４２～）
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知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等

ア(ｱ)数を実数まで拡張す
る意義を理解し，簡単
な無理数の四則計算を
すること。

イ(ｲ)問題を解決する際に，既に学
習した計算の方法と関連付け
て，式を多面的に捉えたり目
的に応じて適切に変形したり
すること。

※ 内容には，学びに向かう
力，人間性等について示され
ていないことから，該当科目
数学Ⅰ目標(3)を参考にする。

学習指導要領の各内容で，「ア」は「知識及び技能」，「イ」は「思考力，判断力，表現力等」に関する内容をそ
れぞれ表しています。

①各教科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との 関係を確認します。

③単元の目標と「内容のまとまりごとの評価規準」を基に，「単元の評価規準」を作成します。

学習指導要領解説には「直線上の点と 1対 1 に
対応していることなどについて理解する」ことが明記さ
れているため、追記しています。

「内容のまとまりごとの評価規準」には，学習指導要領の内容における「用語・記号」「内容の取り扱い」についての
記述がないので，これらの各事項も含めて作成します。



単元の目標は，生徒主語の形で示します。

例えば，重点欄の「知」は，この時間で重点的に学
習状況を見取る観点が「知識・技能」であることを示し
ています。ただし，重点としていない観点についても，
教師の指導改善や生徒の学習改善に生かすために，
生徒の学習状況を確認することは重要です。

本時で育成を目指す資質・能力
を明確にします。（教師主語）

第８時からの知識・技能が深まった状況を第
１０時で評価し，総括の資料とするための評
価として全員記録に残します。

行動観察では，生徒の発言やつぶやき，机間
指導等を通じて捉えた生徒の学習への取組の
様子，ノートの記述などに基づいて評価します。

知識・技能は，「〇問中□問」というように量的
に評価するだけでなく，問題を工夫するなどして
質的に評価する必要があります。

「態」は，学習活動を通して身に付けた態度を
評価します。単元や小単元の導入や，単一の
授業の冒頭で評価して記録に残すことは適切
ではありません。

思考・判断・表現は，指導とのバランスを考慮
するとともに，記録に残す評価を行う適切な場
面を明確にして精選する必要があります。

新たな場面で，具体的な事象を捉えて考察し
表現できるかどうかを評価します。

主体的に学習に取り組む態度は，自らの学
習を調整しながら，学ぼうとしているかどうかと
いう意思的な側面を捉えることが大切です。

「知識・技能」や「思考・判断・表現」の観点
の状況を踏まえたうえで評価を実施できるよう，
例えばこのような数学的な活動に取り組む機
会を設けて，その中で評価します。

ノートの表記は，授業後に，生徒のノートや
ワークシート，レポート等を回収し点検して評価
をすることを指しています。

〈参考〉 『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（高等学校数学）』 （国立教育政策研究所 教育課程研究センター 令和３年８月）指導と評価の計画（例）（p. ４６～）

ノートや小テスト等で全員の記録を取る場合で
も，学習改善や指導改善に生かす機会とする
ものは，記録の欄の「◯」を付けていません。

各観点の評価のうち，記録に残した評価を中心に，観点別評価の
単元における総括の資料とします。ただし，学習の過程においても生
徒の優れた発想を捉え，資料に加えることも必要です。そこで，指導
に生かす評価を行う際にも，その評価を必要に応じて記録し，記録
に残す評価に加味して反映します。

評価方法と合わせて，できなかったときの支援
の手立てを具体的に考えておくことが大切です。

例えば，備考欄の「知①」は，「２ 単元の評価規準」の知
識・技能の欄の①の項目と対応しています。


